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議案質疑議案質疑

主
な
議
案
審
議

◆
26
年
度
一
般
会
計
予
算

《
賛
成
多
数(

17
名)

で
原
案
可
決
》

Ｑ　

中
央
図
書
館
の
耐
震
工
事

と
冷
暖
房
工
事
で
約
４
億
５
千

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。耐
震

補
強
と
冷
暖
房
の
工
事
を
同
時

に
行
う
と
、長
期
間
の
休
館
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、工
事
の

概
要
と
市
民
や
利
用
者
へ
の
周

知
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

耐
震
工
事
は
、各
階
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
耐
震
壁
を
設

置
し
、必
要
な
箇
所
に
鉄
骨
製

に
、臨
時
教
員
を
配
置
す
る
な

ど
し
て
、生
徒
の
指
導
や
ケ
ア

に
遺
漏
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ　

学
校
教
育
の
充
実
と
は
。

Ａ　

教
員
の
増
員
、臨
時
教
員

の
採
用
や
相
談
員
の
常
時
配
置
、

ま
た
、教
室
や
廊
下
の
改
修
な

ど
で
学
習
環
境
の
充
実
を
図
る
。

委
員
会
提
出
議
案

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書（
第
１
号
）

提
出
委
員
会
建
設
環
境
委
員
会

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

（
意
見
書
の
要
旨
は
16
㌻
参
照
）

歳
入
歳
出
４
５
９
億
３
千
万
円

の
補
強
を
設

け
る
も
の
。

空
調
改
修
は
、

老
朽
化
し
た

空
調
設
備
を

更
新
す
る
も

の
で
、両
工
事
を
同
時
に
行
う
。

10
月
が
準
備
期
間
、工
事
は
11

月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
、３
月

を
開
館
準
備
期
間
と
し
、６
カ

月
間
の
休
館
予
定
と
し
て
い
る
。

今
年
５
月
こ
ろ
か
ら
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、図
書
館
内
の

掲
示
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ　

校
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
導
入
の
背
景
は
。

Ａ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
お
や
じ
の
会
、

青
少
年
育
成
地
域
会
議
な
ど
で

保
護
者
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

学
校
な
ど
を
拠
点
に
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。今
後
は
こ
の
活

動
を
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
し
、活
性
化
を
図
っ
て
い
く

も
の
。

反
対
討
論

　

日
本
共
産
党　

大
沢
え
み
子

賛
成
討
論

　

志
政
会　
　
　

萩
原　

義
典

◆
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

武
道
館
の
解
体
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、利
用
団
体
に

は
、ど
う
配
慮
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

武
道
館
の
利
用
休
止
後
に
、

中
学
校
の
武
道
場
や
開
放
体
育

館
で
活
動
を
継
続
し
て
も
ら
っ

て
い
る
団
体
が
あ
る
。引
き
続

き
武
道
場
や
体
育
館
の
利
用
に

配
慮
し
て
い
く
。

Ｑ　

今
後
の
狭
山
市
で
の
武
道

館
の
位
置
付
け
と
必
要
性
は
。

Ａ　

武
道
は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
全
て
の
世
代
に
と
っ
て
、

心
身
を
鍛
え
る
上
で
大
変
意
義

が
あ
る
。今
後
は
武
道
館
の
機

能
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

《
賛
成
多
数(

19
名)

で
原
案
可
決
》

Ｑ　

入
曽
地
区
で
中
学
校
を
統

廃
合
す
る
最
大
の
目
的
は
。

Ａ　

集
団
教
育
、教
科
学
習
や

生
徒
指
導
の
充
実
、学
校
行
事

や
部
活
動
の
充
実
、学
校
施
設

の
充
実
お
よ
び
地
域
社
会
と
の

連
携
の
強
化
の
視
点
か
ら
実
施

す
る
も
の
。

Ｑ　

統
廃
合
に
伴
う
生
徒
へ
の

影
響
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
し
て

い
く
の
か
。

Ａ　

学
校
行
事
や
部
活
動
の
合

同
実
施
な
ど
の
事
前
交
流
を
通

じ
て
不
安
を
払
拭
す
る
と
と
も

　
　

そ 

の 

他 

の 

議 

案　
《
い
ず
れ
も
原
案
同
意
・
可
決
》

人
事
副
市
長
の
選
任（
濵
野
良
一
氏
）　

条
例
◆
廃
止
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
手
数
料
条
例　

◆
一
部
改
正
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、建
築
基
準
法
等
関
係
事

務
手
数
料
条
例
、市
営
住
宅
条
例　

規
約
変
更
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
規
約　
25
年
度
補
正
予
算
◆
特
別
会
計
狭
山
市
駅
東
口
土
地

区
画
整
理
事
業
、介
護
保
険　

◆
事
業
会
計
下
水
道　

26
年
度
予
算
◆

特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
、狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、介

護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療　

◆
事
業
会
計
水
道
、下
水
道

定
例
会
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　

予
算
審
査

　
　
　
　

予
算
案
は
市
長
か
ら

　
　
　

提
出
さ
れ
、議
会
が
審

査
を
し
ま
す
。予
算
は
、議
会
の

議
決
が
な
い
と
確
定
せ
ず
、執

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
で
は
、予
算
が
ど
の

よ
う
に
執
行
さ
れ
る
の
か
、充

分
な
効
果
が
あ
る
の
か
、工
夫

し
て
削
減
で
き
る
部
分
は
な
い

か
な
ど
、市
民
生
活
に
直
結
す

る
予
算
を
慎
重
に
審
査
し
て
い

ま
す
。ま
た
、決
算
審
査
の
際
に

で
た
要
望
・
指
摘
事
項
が
、新
年

度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
も
審
査
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
統
廃
合
に
伴
い
入

間
中
学
校
を
廃
止
す
る
も
の

賛成討論（要旨）
　財政状況が厳しい中、対前年度比10.6％で
大幅増と積極的な予算編成となっており、期
待が膨らむものである。
▶「市民の安全・安心」を予算の柱の一つとし
て位置付けたことは大いに評価できる　▶行
財政改革と事業別予算化で、精査された予算
が相応に配分され、市民福祉の向上に努めた
内容と評価できる　▶新たに民間保育園が２
カ所開園するなど仕事と子育ての両立支援の
面からも大変喜ばしい　▶耐震化・冷暖房化
が着実に実行されており、学習環境の確保が
図られると評価できる　▶新狭山公民館の建
て替えが予算化され、地域住民の学習活動や
交流拠点としての効果が期待される　

反対討論（要旨）
　消費税８％への増税をはじめ、医療費の負
担増、年金の切り下げなど負担増と社会保障
の切り捨てが進められる中、市民の暮らしを
応援する予算の執行を求める。
▶指定管理者の運営となる祇園保育所は、子
どもたちが保育不安に陥ることのないように
▶入曽駅、狭山市駅の無料自転車駐車場の継
続を　▶店舗・住宅リフォーム補助金の対象
拡大と増額を　▶地域防災計画への豪雨災
害、雪害について実効性のある位置づけを　
▶高齢者への肺炎球菌ワクチンの補助率拡大
を　▶小中学校の就学援助制度の拡大を　▶
中央公民館の駐車場の確保と利用時間内の無
料化を　▶図書館が休館中の学習室の確保を

Point！

耐震補強と空調改修で安全・快適に利用できるようになる中央図書館

老朽化が進み解体される武道館

３月定例会
2月25日～3月19日

　

市
制

　

市
制
6060
周
年
を
契
機
に

周
年
を
契
機
に  

　　

さ
ら
に
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
へ

さ
ら
に
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
へ

　

今
定
例
会
で
は
、「
平
成
26
年
度
予
算
」な
ど
、18
議
案
が
市
長
か

ら
、ま
た
、委
員
会
提
出
議
案
と
し
て「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員

で
の
採
決
の
結
果
、原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

◆平成26年度 一般会計予算
議案に賛成･反対します討 論


